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工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期
令和 3 年度　交安　第 1 号
町道井崎八木線防護柵設置工事 井崎 ㈲十和建設 2,860,000 5 ／ 13 5 ／ 20 〜 8 ／ 31

令和 3 年度　（2 繰）2 災　第 160 号
町道　田野々江師線　道路災害復旧工事 江師 ㈱井原組 7,447,000 5 ／ 13 5 ／ 20 〜10 ／ 29

令和 3 年度　（2 繰）2 災　第 200 号
一級水系普通河川　サンバタ谷川　河川災害復旧工事 打井川 ㈲西村建設 8,448,000 5 ／ 13 5 ／ 20 〜12 ／ 27

令和 3 年度　（2 繰）2 災　第 202 号
一級水系普通河川　蛇ノ川谷川　河川災害復旧工事 打井川（4） ㈲西村建設 3,553,000 5 ／ 13 5 ／ 20 〜10 ／ 29

令和 3 年度　（2 繰）2 災　第 233 号
町道　打井川佐賀線　道路災害復旧工事 打井川（1） ㈲西村建設 3,905,000 5 ／ 13 5 ／ 20 〜10 ／ 29

令和 3 年度　道メ補 　第 1-002-11 号
町道　田野々中央線　ウログチ橋橋梁修繕工事 大正 ㈱田邊建設 7,491,000 5 ／ 13 5 ／ 20 〜10 ／ 29

令和 3 年度
窪川中学校防火戸改修工事 香月が丘 ㈲三浦建設 13,879,800 5 ／ 13 5 ／ 20 〜 9／ 30

令和 3 年度　学教　第 12 号
窪川地区小学校　水道設備改修工事 窪川地域 ㈲岡田建設 5,874,000 5 ／ 20 5 ／ 27 〜 9／ 30

令和 3 年度　学教　第 13 号
窪川地区小・中学校　水道設備改修工事 窪川地域 ㈲土居電気工事 6,171,000 5 ／ 20 5 ／ 27 〜 9／ 30

令和 3 年度　学教　第 14 号
大正地区小・中学校　水道設備改修工事

大正
北ノ川 ㈱芝電気工事店 3,083,300 5 ／ 20 5 ／ 27 〜 9／ 30

令和 3 年度　学教　第 15 号
十和地区小・中学校　水道設備改修工事

十和川口
昭和 ㈲岩本商店 2,813,800 5 ／ 20 5 ／ 27 〜 9／ 30

令和 3 年度
四万十町滞在型市民農園　空調設備設置工事 本堂 ㈲土居電気工事 3,960,000 5 ／ 20 5 ／ 27 〜7／ 20

令和 3 年度（2 繰）防安金　第 1-014-4 号
町道広瀬線舗装工事（4） 広瀬 ㈲竹村綜合建設 9,130,000 5 ／ 20 5 ／ 27 〜7／ 30

令和 3 年度（2 繰）単独改良　第 1 号
町道学校前線　道路改良工事 志和 ㈲山一建設 6,908,000 5 ／ 27 6 ／ 3 〜10 ／ 30

令和 3 年度（2 繰）防災　第 18 号
榊山町耐震性貯水槽設置工事 榊山町 ㈲三浦建設 8,030,000 5 ／ 27 6 ／ 3 〜 8 ／ 31

令和 3 年度（2 繰）防安金　第 1-015-1 号
町道山手線舗装工事 根元原 大旺新洋㈱

高知土木本店 9,350,000 5 ／ 27 6 ／ 3 〜 9／ 10

令和 3 年度（2 繰）防安金　第 1-017-4 号
町道窪川若井線舗装工事 茂串町 大旺新洋㈱

高知土木本店 8,965,000 5 ／ 27 6 ／ 3 〜 9／ 10

令和 3 年度　防安金　第 6-003-1 号
町道川ノ内芳川線　測量設計委託業務 芳川 ㈲高南技術

コンサルタント 4,092,000 5 ／ 27 6 ／ 3 〜 9／ 30

令和 3 年度　防安金　第 1-027-1 号
町道大井川西土佐線測量設計委託業務 十川 ㈲高南技術

コンサルタント 11,110,000 5 ／ 27 6 ／ 3 〜12 ／ 20

令和 3 年度　防安金　第 6-009-1 号
町道大道日吉線測量設計委託業務 久保川 ㈱西和

コンサルタント 11,198,000 5 ／ 27 6 ／ 3 〜12 ／ 20

令和３年度　入　札　結　果　（令和３年５月実施分）

※　この入札結果は、予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税込みの金額。
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な
お
、
今
後
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
６

月
14
日
か
ら
７
月
末
に
か
け
て
意
見
公
募

手
続
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み

と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
２
か
年
計
画
で
進

め
て
い
る
「
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
基
本
構
想
や
基
本
計
画
で
示
し
た
文

化
的
施
設
で
、提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
「
基

本
的
な
考
え
方
」
と
「
具
体
的
な
実
行

計
画
」
を
示
す
も
の
で
、「
図
書
館
機
能
」

「
美
術
館
機
能
」
「
展
示
機
能
」
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
」の
４
つ
の
機
能
を
活
用
し
て
、

何
が
で
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
で

き
る
の
か
、
町
民
の
皆
様
が
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
示
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
計
画
素
案
を
作
成

し
て
お
り
、
12
月
末
に
は
最
終
案
を
決
定

し
、
改
め
て
意
見
公
募
手
続
を
行
う
予
定

で
す
。

　

本
年
９
月
の
議
会
定
例
会
に
は
、
建
設

に
係
る
実
施
設
計
及
び
用
地
関
連
の
予
算

を
計
上
す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
森
林
組
合
の
不
適
切
事
務
処
理

　

本
年
５
月
11
日
の
高
知
新
聞
の
報
道
等

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
四
万
十
町
森
林
組

合
が
高
知
県
及
び
本
町
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
実
施
し
た
「
森
林
作
業
道
整
備
事

業
」
に
お
い
て
、
不
適
切
な
事
務
処
理
が

判
明
し
た
た
め
、
補
助
金
の
返
還
を
求
め

る
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
と
令
和
元
年
度
に
、
同
組
合
が
森
林
所

有
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
町
内
６
か
所

の
作
業
道
を
整
備
し
た
も
の
で
す
が
、
当

該
補
助
金
の
交
付
後
、
組
合
と
下
請
業
者

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
に
基
づ
く
経

費
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
、
昨
年
11
月
か

ら
県
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、一部

に
補
助
事
業
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
根
拠

を
証
明
す
る
書
類
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

適
正
な
補
助
金
額
を
再
算
定
し
、
差
額
の

返
還
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

県
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
４
月
23
日
ま
で

に
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
そ
の
額
の
算
定
手
続
き
上
、
県

の
返
還
決
定
後
に
町
の
返
還
額
が
確
定
す

る
た
め
、
５
月
７
日
に
補
助
金
額
を
再
算

定
し
て
交
付
決
定
の一部
を
取
り
消
し
、
同

日
付
け
で
返
還
命
令
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
返
還
額
に
四
万
十
町
補
助
金
等
交
付
規

則
に
基
づ
く
年
10
％
の
加
算
金
を
加
え
た

総
額
６
６
４
万
２
２
８
６
円
に
つ
い
て
は
、

５
月
21
日
ま
で
に
本
町
の
公
金
口
座
へ
の
入

金
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
４
月
に
実
施
し
た
緊
急
実

態
調
査
で
は
、
ほ
か
に
同
様
の
事
案
は
な
い

と
の
結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
様
々
な

補
助
事
業
等
で
同
組
合
と
の
関
係
が
あ
る

本
町
と
し
て
は
、
今
回
の
事
案
を
重
く
受

け
止
め
、
６
月
２
日
付
け
の
文
書
で
同
組

合
に
対
し
て
再
発
防
止
を
柱
と
す
る
厳
重

注
意
を
行
う
と
と
も
に
、
組
織
と
し
て
法

令
順
守
の
強
化
策
な
ど
組
合
側
の
自
主
的

な
対
応
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
業
務
改
善
計
画
に
つ
い
て
、
６
月

末
を
期
限
と
し
て
提
出
を
求
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
適
切
な
補
助

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
な
お一
層
の
助
言

と
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
ご
接
見

　

本
年
５
月
17
日
、
本
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
秋
篠
宮

皇
嗣
同
妃
両
殿
下
に
ご
接
見
を
賜
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
両
殿
下
が
数
年
前
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
ご
関
心
を
お
寄
せ
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
受
け
て
、

総
務
省
を
通
じ
て
実
現
し
た
も
の
で
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
ご
接
見
は
今
回
が

初
め
て
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ご
接
見
で
は
、
志
和
地
域
で
観
光
振
興

に
取
り
組
む
隊
員
と
、
大
正
地
域
で
商
店

街
の
活
性
化
に
取
り
組
む
隊
員
の
活
動
内

容
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
、
約
40
分
間
の
懇

談
の
最
後
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
念
頭
に
「
大

変
な
状
況
で
す
が
、
健
康
に
留
意
し
て
活

躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
の
お

言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

応
募
総
数
１
５
６
名
の
う
ち
59
名
を
採
用

し
、
現
在
は
18
名
の
隊
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
改
め
て
地
方

移
住
が
注
目
さ
れ
る
中
、
同
制
度
を
活
用

し
た
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、一層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
6
月

令
和
３
年
6
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会
行
政
報
告

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会
行
政
報
告

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
第
４
波
の
要
因
と
言
わ
れ
る
感
染
力

の
高
い
変
異
種
に
よ
る
感
染
拡
大
が
地
方

を
中
心
に
続
い
て
い
ま
す
。
高
知
県
で
は

５
月
の
連
休
以
降
感
染
者
が
増
加
し
、
５

月
27
日
に
は
１
日
の
感
染
者
数
が
38
人
、

直
近
７
日
間
の
新
規
感
染
者
数
が
１
８
７

人
の
過
去
最
多
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
は

依
然
と
し
て
警
戒
レ
ベ
ル
を
ス
テ
ー
ジ
４
の

特
別
警
戒
と
し
て
お
り
、
須
崎
福
祉
保
健

所
管
内
で
の
感
染
発
生
が
続
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
も一層
の
感
染
症

対
策
の
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
最
優
先
と
な
る
医
療
従
事
者
に
対

し
、
高
知
県
が
調
整
主
体
と
な
っ
て
町
内

３
か
所
の
指
定
医
療
機
関
で
４
月
中
旬
か

ら
開
始
し
、
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
も
５

月
中
旬
に
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
優
先
と
な
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
４
月
28
日
か
ら
町
内
１
９
か

所
の
高
齢
者
施
設
等
で
の
接
種
を
、
５
月

８
日
か
ら
は
町
内
２
施
設
で
の
集
団
接
種

を
、
５
月
10
日
か
ら
は
町
内
７
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
を
開
始
し
て
お
り
、
７
月

末
に
は
全
て
の
接
種
希
望
者
が
接
種
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
接
種
状
況
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
７
５
２
５
人
の
予
約
率
が
５
月
末
現

在
で
83
％
と
な
っ
て
お
り
、
１
回
目
の
接
種

は
約
２
１
０
０
人
が
完
了
し
、
２
回
目
の

接
種
に
つ
い
て
も
７
月
末
ま
で
に
完
了
す
る

見
込
み
で
す
。
な
お
、
接
種
希
望
者
の
う

ち
在
宅
介
護
等
の
理
由
に
よ
り
医
療
機
関

で
の
接
種
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
ご
相
談
に
応
じ
て
往
診
診
療
に
よ
る
接

種
等
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
高
齢

者
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
障
害
者
施
設

の
従
事
者
、
マ
ス
ク
を
着
用
で
き
な
い
幼

児
と
接
す
る
保
育
士
等
に
つ
い
て
は
、
７
月

か
ら
の
接
種
開
始
に
向
け
て
調
整
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
64
歳
以
下
の一般
の
方
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
８
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
の

目
途
が
立
っ
て
い
な
い
た
め
不
確
定
な
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
７
月
に
は
接
種
券
を
発

送
し
て
予
約
を
受
け
付
け
、
８
月
か
ら
接

種
を
開
始
す
る
想
定
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

■
文
化
的
施
設
整
備
事
業
の
状
況

　

文
化
的
施
設
整
備
事
業
の
現
状
に
つ
い

て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
基
本
構
想
と

基
本
計
画
を
基
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
基
本
設
計
の
委
託
先
を
選
定
し
、
本

年
３
月
末
に
基
本
設
計
が
完
成
し
て
い

ま
す
。
建
物
は
、
メ
イ
ン
棟
、
ア
プ
ロ
ー

チ
棟
、
線
路
棟
と
呼
ば
れ
る
３
つ
の
棟
で

構
成
さ
れ
、
延
床
面
積
は
２
０
２
８
㎡
で

す
。
こ
の
う
ち
、
図
書
の
メ
イ
ン
ス
ペ
ー

ス
や
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
主
要
機

能
が
入
る
メ
イ
ン
棟
は
、
収
蔵
物
の
保
管

や
災
害
時
に
貴
重
な
資
料
を
保
護
す
る
観

点
等
か
ら
主
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び

鉄
骨
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
２
棟

は
、
町
産
材
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
木
造

と
し
、
施
設
全
体
で
も
最
大
限
の
木
質
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
７

年
間
で
、
計
画
策
定
や
事
務
費
等
も
含
め

て
１
５
億
６
４
０
０
万
円
余
り
を
見
込
み
、

そ
の
財
源
に
は
合
併
特
例
債
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業
費
に
は
今
後

の
測
量
設
計
等
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
補
強

工
事
費
や
周
辺
整
備
・
景
観
工
事
費
等
が

含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
周
辺
環
境
等
の一

体
的
な
整
備
と
財
政
負
担
の
圧
縮
に
向
け

て
引
き
続
き
精
査
し
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
昨

年
度
は
実
施
が
不
十
分
で
あ
っ
た
町
民
の

皆
様
へ
の
ご
説
明
や
対
話
に
重
点
を
置
き
、

「
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
」
や
「
施
設
の

位
置
付
け
」、「
基
本
設
計
の
概
要
」や「
事

業
費
と
財
源
」、「
今
後
の
作
業
手
順
」

等
に
つ
い
て
、
区
長
会
や
各
種
団
体
等
に

出
向
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
に
対
す
る
動
き
と
し
て
、

四
万
十
町
文
化
的
施
設
建
設
反
対
運
動

実
行
委
員
会
か
ら
、
町
民
の
署
名
が
添
え

ら
れ
た
「
文
化
的
施
設
建
設
反
対
の
嘆
願

書
」を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は
、

将
来
的
な
人
口
や
高
齢
化
等
の
見
通
し
を

踏
ま
え
た
建
設
費
や
維
持
管
理
費
等
の
規

模
と
建
設
の
必
要
性
、
並
び
に
建
設
予
定

地
等
に
関
し
、
建
設
計
画
の
中
止
若
し
く

は
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
、
私
と
し
て

も
、
そ
の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も一

貫
し
て
ご
説
明
申
し
上
げ
て
き
た
と
お
り
、

改
め
て
文
化
的
施
設
が
未
来
に
向
け
て
の

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
四
万
十
町

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
施
設
と
考
え
て

お
り
、
代
表
者
の
方
に
は
直
接
面
会
し
、

文
書
に
よ
る
回
答
と
併
せ
て
ご
説
明
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

四万十町地域おこし協力隊
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健康診査・がん検診
内　容 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

子宮頚がん・乳がん

7/14（水）

9:00 〜11:30
（受付時間）

大正健康管理センター 大正町民生活課((

27-011213:30 〜15:00
（受付時間）

8/4（水）

9:00 〜11:00
（受付時間）

四万十町役場東庁舎

健康福祉課((

22-3115

13:00 〜15:30
（受付時間）

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、 
特定健診（後期高齢者健診） 8/10（火） 7:30 〜10:30

（受付時間） 立西町民会館

子宮頚がん・乳がん 8/19（木）

8:30 〜10:30
（受付時間） 興津出張所

13:30 〜15:30
（受付時間） 四万十町役場東庁舎

健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

赤ちゃん相談
7/7（水）

13:30 〜16:00
窪川地域子育て支援センター

健康福祉課((

22-3115

8/4（水）

４・７か月児健診 7/14（水） 対象者に個別通知

2 歳６か月児健診 7/21（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

母乳相談
7/13（火）

9:30 〜11:30
大正地域子育て支援センター 大正町民生活課((

27-0112

8/19（木） 十和地域子育て支援センター 十和町民生活課((

28-5112

子育て通信

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

広
告
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健 康 広 場

医
　

骨
塩
定
量
検
査
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
診
断
に
必
要
な
検
査
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
存
じ
の
と
お
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
が
も
ろ
く
な

り
骨
折
の
危
険
性
が
高
く
な
る
病
気
で
す
。

　
特
に
背
骨
の
骨
折（
胸
腰
椎
の
圧
迫
骨
折
）や
足
の
付
け
根
の
骨
折

（
大
腿
骨
頸
部
骨
折
）
の
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
に
よ
り
痛
み
が
持

続
し
た
り
、
歩
け
な
く
な
り
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
こ
と
自
体
が
寿
命
を
縮
め
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
患
者
は
、
女
性
に
多
く
、
閉
経
を
迎
え
る
50
歳
前

後
か
ら
急
激
に
骨
が
も
ろ
く
な
り
60
代
の
約
2
人
に
1
人
、
70
代
の

約
7
割
が
骨
粗
し
ょ
う
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
治
療
を
受

け
ら
れ
て
い
る
の
は
2
割
程
度
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
は
様
々
な
治
療
方
法
が
あ
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
と

診
断
さ
れ
た
ら
、
早
め
の
治
療
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

当
院
の
骨
塩
定
量
検
査
は
5
分
程
度
で
、
寝
て
い
る
だ
け
で
痛
み

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
骨
折
を
起
こ
し
や
す
い
腰
や
足
の
付
け
根
の
骨

に
、少
な
い
Ｘ
線
を
利
用
し
簡
単
に
検
査
が
で
き
ま
す
。
骨
の
強
さ（
密

度
）
を
測
る
の
に
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ
（
デ
キ
サ
）
法
を
用
い
て
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
様
々
な
骨
密
度
を
測
定
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｄ
Ｅ

Ｘ
Ａ
法
は
最
も
信
頼
の
高
い
測
定
方
法
で
あ
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
診

断
基
準
で
も
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ
法
を
用
い
て
計
算
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
崇
・
中
澤
彩
花
・
大
川
剛
史
（
執
筆
）

骨
塩
定
量
の
お
は
な
し

骨
塩
定
量
っ
て
な
あ
に
？
？
？

健 康 広 場
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Information

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

7/10（土） 日化住宅機器 ((

22-0407

7/11（日） 宮脇水道 ((

22-1581

7/17（土） 高橋設備 ((

22-0662

7/18（日） 桑原水道 ((

22-1163

7/22（木） 横山水道設備 ((

22-3608

7/23（金） 岩本商店 ((

22-2716

7/24（土） 日化住宅機器 ((

22-0407

7/25（日） 宮脇水道 ((

22-1581

7/31（土） 高橋設備 ((

22-0662

8/1（日） 桑原水道 ((
22-1163

8/7（土） 横山水道設備 ((

22-3608

8/8（日） 岩本商店 ((

22-2716

8/9（月） 日化住宅機器 ((

22-0407

7/11（日） くぼかわ病院 ((

22-1111

7/18（日） 大西病院 ((

22-1191

7/22（木）

くぼかわ病院 ((

22-1111

7/23（金）

7/25（日）

8/1（日）

8/8（日）

8/9（月）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内 容 日 時 場 所 お問い合わせ先

人権相談【十和】 8/5（木） 10:00～15:00
コミュニティセンターとおわ
（十和地域振興局内）

十和町民生活課((

28-5112

1日行政相談【窪川】
8/10（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111
9/14（火） 10:00～15:00

１日行政相談【大正】 8/10（火） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　応接室 大正地域振興局((

27-0111

１日行政相談【十和】 8/10（火） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和地域振興局((

28-5111

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止とさせていただく場合があります。
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Information Information

▼閲覧場所（募集期間中のみ）
①本庁西庁舎１階閲覧所
②大正地域振興局１階閲覧所 
③十和地域振興局１階閲覧所 
④興津出張所

▼提出方法
①意見箱への投函
　閲覧場所に備え付けの意見書に

記入して投函してください。
②郵送
　〒786-8501
　四万十町琴平町 16-17
　四万十町役場企画課
　企画調整係　宛
　※送料はご負担願います。
③ FAX　22-3123 
④ E メール
　103080@town.shimanto.lg.jp
⑤四万十町ホームページの専用

フォームからも投稿できます。
■お問い合わせ先
　企画課　

((

２2-3124

募 過疎計画意見公募

　令和 3 年 4 月 1 日に「過疎地域
の持続的発展の支援に関する特別措
置法」が施行されたことから、新た
に令 和 3 年 4 月 1 日から令 和 8 年
3 月 31 日までの 5 年間を期間とする

「四万十町過疎地域持続的発展計画」
を策定します。
　つきましては、この計画（素案）に
対する皆さんのご意見、ご提言をお寄
せください。

▼案件
四万十町過疎地域持続的発展計画

（素案）

▼意見などの募集期間
　７月 14 日（水）〜７月 28 日（水）

募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表

一般曹候補生
一般
的
な
自
衛
官

１８歳以上３３歳未満
の者
(３２歳の者は採用予定
月の末日現在３３歳に達
していない者)

７月１日(木)
 ～９月６日(月)

１次： ９月１８日(土)
２次：１０月９(土)・１０日(日)の内1日

１次 ：１０月４日(月)
最終：１１月1６日(火)

自衛官候補生
年間を通して受付
を行っています。
(定員になり次第受
付を終了致します)

  ９月１８日(土)   １月１６日(日)
１０月１７日(日)    ２月５日(土)
１１月１３日(土)    ３月５日(土)
１２月１２日(日)
(学科、適性)口述、身体検査は別
示

試験日にお知らせします。
（合格発表日）

防衛大学校
学生

一般

１８歳以上２１歳未満の者
高卒者(見込含)または高
専３年次修了者(見込含)

７月１日(木) 
～１０月２７日(水)

１次：１１月６(土)・７日(日)
２次：１２月７(火)～１１日(土)の内1

日
１ 次：１１月２４日(水)
最終：令和４年１月２１日(金)

推薦
９月５日(日)
 ～９月１０日(金)

９月２５日(土)・２６日(日) １０月２９日(金)   
総合
選抜

１次：９月２５日(土)
２次：１０月３０日(土)・３１日(日)

１ 次：１０月１５日(金)
最終：１１月２４日(水)

防衛医科大学校
医学科学生

７月１日(木)
 ～１０月１３日(水)

１次：１０月２３日(土)
２次：１２月１５日(水)～１７日(金)の

内1日
１ 次：１２月２日(木)
最終：令和４年１月３１日(月)

防衛医科大学校
看護学科学生

７月１日(木)
 ～１０月６日(水)

１次：１０月１６日(土)
２次：１１月２７日(土)・２８日(日)

１ 次：１１月１２日(金)
最終：令和４年２月４日(金)

航空学生
※海空自衛隊の

　パイロットを養成

海：１８歳以上２３歳未満の
者高卒者(見込含)ま
たは高専３年次修了
者(見込含)

空：１８歳以上２１歳未満の
者(高卒者(見込含)ま
たは高専３年次修了
者(見込含)

７月１日(木)
～ ９月９日(木)

１次：９月２０日(月)
２次：１０月１６日(土)～２１日(木)の

内1日
３次：(海)１１月１９日(金)～１２月１５

日(水) 
(空)１１月１３日(土)～１２月１６
日(木)

１ 次：１０月８日(金)
2 次：(海)１１月１０日(水)

(空)11月 5日(金)
最終：令和4年１月１8日(火)

令和3年度 自衛官等採用案内

※ お気軽にお問い合わせください。パンフレットなどもございます。
　〒785－0041　自衛隊高知地方協力本部須崎地域事務所　須崎市西崎町３２５－２　

((

０889-42-7186

　四万十町では、商工業の育成などを
図ることを目的に、町内で空き店舗な
どを活用して起業される方、既存事業
者の方で新たに宣伝活動や販路拡大
に取り組まれる方などを応援する助成
を行っています。助成事業の活用を希
望される方は、にぎわい創出課のホー
ムページをご確認いただくか、下記ま
でお問い合わせの上、募集期間内に
申請ください。

▼募集期間　２次（随時）
令和３年８月１日（木）～
令和４年１月31日（月）
※予算の範囲内での補助となります

ので、予算がなくなり次第、募
集終了となります。

■お問い合わせ先
　にぎわい創出課　

((

２2-3281

募 四万十町商工業振興
助成事業　２次募集

募

募

募

まちの情報広場
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

令和 4 年度県立農業大
学校入校生募集

町営住宅入居者募集

ヘルスメイト養成教室
参加者募集

　県立農業大学校は、野菜、花き、果
樹、畜産に関する技術や経営について、
実践的な研修教育を行っている専修学
校です。県内の農業振興に貢献するこ
とができる優れた農業の担い手および
指導者の育成を目標としています。

推薦、前期・後期（一般・社会人）

▼試験日
　推薦：９月 24 日（金）
　前期：11 月 26 日（金）
　後期：３月２日（水）

▼開始時間
　9：40 ～（9：00 ～ 9：30 受付） 

▼会　場　県立農業大学校（いの町） 

▼定　員
　園芸学科 45 人・畜産学科５人

▼出願期間
　推薦

　令和3年８月25日（水）～９月９日（木）
　前期

　令和3年１１月１日（月）～１１月16日（火）
　後期

　令和４年１月25日（火）～２月15日（火）

▼申込方法　郵送または持参
※入校願書に高知県収入証紙 2,200

円分を貼り付け、必要書類を郵送
（当日消印有効）または直接持参
してください（土・日・祝日除く）。

推薦募集

▼選考方法
　①小論文 
　②面接試験 

▼対　象
 学校教育法による高等学校を卒業
見込みで、当該高等学校の長の推
薦のある者で、当校卒業後（概ね
１０年以内）に県内での就農を希望
する者。人物および学業成績が優秀
である者（評定平均３．０以上）。本
校を専願の者。 

一般募集

▼選考方法
①筆記試験
●必須科目：国語総合
　（漢文、古文を除く）
●選択科目：「数学Ⅰ」

　または「農業と環境」のうち１つ
②面接試験

▼対　象
①高等学校を卒業した者または卒業

見込みの者
②高等学校卒業程度認定試験に合

格した者など
社会人募集

▼選考方法
①小論文
②面接試験

▼対　象
　一般募集の要件に加え、６か月以
上の就業経験などを有する者で、本
校卒業後に県内で就農を希望する者

■お問い合わせ・申込先
　県立農業大学校
　〒７８１－２１２８
　吾川郡いの町波川２３４　　((

０８８－８９２－３０００
※８月 1 日（日）・10 月３日（日）に
　オープンキャンパスを開催します。
詳しくはこちらから

▲

▼募集戸数：1 戸　

▼募集住宅
江師第 1 団地・3DK（大正）
昭和井ノ上団地・1LDK（十和）

▼申込受付期限
　７月 30 日（金）必着

▼必要な書類
入居申込書・住民票・完納証明・
所得を証明する書類

▼その他
①申し込みは１回の募集において１

世帯につき１通に限ります。
②入居資格、申込方法などについ

ては建設課までお問い合わせく
ださい。

▼申込書配布場所
建設課、大正・十和地域振興局、
興津出張所

■お問い合わせ先
　建設課　

((

２２-3120

◆ヘルスメイトって何をする人？
　食生活改善推進員は通称「ヘルスメ
イト」と呼ばれています。[ 私たちの
健康は私たちの手で ] をスローガンに
四万十町食生活改善推進協議会の活
動をしています。町の健康を支える活
動を一緒にしてみませんか。
◆ヘルスメイトになって活躍するため

に食生活改善推進教室が開かれま
す。

▼開催日
　令和 3 年 8 月 30 日（月）
　9 月 29 日（水）10 月 26 日（火）　
　11 月 25 日（木）
　令和 4 年 2 月 22 日（火）

▼時間　10：00 ～ 14：30

▼場所
　須崎市総合保健福祉センター

▼参加費　500 円

▼対象者
　四万十町在住の方で、ヘルスメイ
トとしてボランティア活動できる方

▼定員　若干名※男女は問いません。

▼締切　令和 3 年 7 月 30 日（金）

　原則、以上の 5 回の受講が可能
で、食生活改改善推進員として地区
活動ができる方を募集します。

▼活動内容
　食育イベントや親子への食育講座
などを通じて、みんなが健康で過ご
せるよう、食の大切さ、楽しさを伝
えながら活動します。

■お問い合わせ先
　健康福祉課　

((

２２-3115

　高知市との連携事業により、日曜市へ
町のPRを兼ねた出店ができますので、
出店者を募集します。出店を希望される
事業者の方はお問い合わせください。

▼出店日　
　令和３年７月 18 日（日）、
　９月 19 日（日）、11 月 14 日（日）、
　令和４年 1 月 30 日（日）

▼間口　　３ｍ

▼出店料　無料
■お問い合わせ先
　にぎわい創出課　

((

２2-3281

募 日曜市への出店者募集

れんけいこうちロゴ
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i あぐりでひんやり
夏フェア

　道の駅 あぐり窪川 の各売り場にて、
冷麺やスペシャルマンゴーアイス、高
知ゼリー、豚まんなど、それぞれ割引
された金額で旬の物産を購入できま
す。

▼開催期間
　７月 17 日（土）～ 25 日（日）
　※店によって営業時間は違います。

▼開催時間　８：00 ～ 18：00
　※店によって営業時間は違います。
■開催場所・お問い合わせ先
　道の駅　あぐり窪川　

((

２２－8848

Event Information

i 高幡消防組合消防職員
採用資格試験のご案内

▼採用予定年月日
　令和 4 年 4 月 1 日

▼試験区分　消防士（初級）

▼採用予定人員　若干名

▼勤務署
　四万十清流消防署または西分署

▼受験資格
①平成 8 年 4 月 2 日から平成 16

年 4 月 1 日までに生まれた者。
ただし、救急救命士の資格を有
するものにあっては平成 5 年 4
月 2 日以降に生まれた者。

②採用後は勤務地の管内（四万十
町内）に居住できる者

③地方公務員法第 16 条の規定に
該当しない者

④その他高幡消防組合消防職員採
用規定に準ずる者

▼試験日時および場所
　【第一次試験】9 月 19 日（日）　　
　四万十清流消防署本署　古市町 5-1
　【第二次試験】
　第一次試験合格者に別途通知

▼受付方法
　高幡消防組合消防本部または
四万十清流消防署で交付する申込
用紙に必要事項を記入の上、直接
持参か郵送にて応募してください。

▼受付場所
　高幡消防組合消防本部・四万十
清流消防署本署

▼受付期間
　7 月 26 日（月）～ 8 月 6 日（金）
　8：30 ～ 17：15　
　（土・日除く）
※郵送の場合は、締め切り日時までに
必着のこと。
■お問い合わせ先
　高幡消防組合消防本部

　　

((

０889-43-1272
　四万十清流消防署本署　

((

22-0001

●１個でいいもの
免許証・パスポート・マイナンバー
カード・写真付公的免許書など
●２個必要なもの
保険証・クレジットカード・写真な
し職員証・写真なし学生証など

　皆さまの善意で多くの命が救われ
ています。これからも、皆さまの善意
をお寄せください。よろしくお願いし
ます。

▼これからの献血事業計画
	 ９月	 十和地域　午前
		  大正地域　午後
	 １１月	 四万十町役場　東庁舎
令和４年
	 ３月	 四万十町役場　東庁舎
を予定しております。　　
■お問い合わせ先
　健康福祉課　　　　

((

２２-３１１5
　大正　町民生活課　

((

２７-０１１２
　十和　町民生活課　

((

２８-５１１２

i 7/26（月）
献血車がやってきます

　本町では、献血事業を計画していま
す。献血へのご協力をお願いします。

▼献血日　7 月 26 日（月）

▼時　間
　午前　10：00 ～ 12：00　　
　午後　13：15 ～ 16：00

▼場　所
四万十町役場　東庁舎 1F 地域交流セ
ンター多目的ホール・東庁舎駐車場

▼採 血  量　４００ｍｌ

▼採決基準
　対象年齢…男性　１７歳～６９歳
　　　　　　女性　１８歳～６９歳
　体重…５０㎏以上の方

※ただし、65 〜 69 歳の方につい
ては、60 歳に達した日から 65
歳に達した日の前日までの間に採
血が行われた方に限ります。

▼お願い
　本人確認をお願いしています

　安全な献血をお願いするため、献
血受付時にご自身を証明できるもの
の掲示をお願いしています。前回と
今回の２回連続して本人確認の可能
となる証明書がご提示いただけない
ときには、辞退していただくことと
なっています。お気持ちを生かせて
いただくためにも、ご持参をよろしく
お願いします。

アンデパンダン展
（絵画の部）

おはなし会へ来ません
か？

　アンデパンダンとは、本来「独立」
を意味するフランス語ですが、美術用
語としては「誰でも自由に出品できる
無審査かつ無賞の展覧会」を指します。
　町民のみなさんの参加型展覧会で
す。ぜひご覧ください。

▼開催期間
　6 月 26 日～ 8 月 6 日（金）
　10：00 ～ 17：30
　※最終日は 16：00 まで

▼入館料　無料

▼休館日　月曜日・祝日
■お問い合わせ先
　四万十町立図書館　本館
　　　　　　

((

２2-5000
　大正分館　

((

２7-1193

　子どもたちを対象にいろいろな楽し
い絵本を読んでいます♪

▼四万十町立図書館本館
　おはなしの森
　土曜日　13：00 ～ 14：00
　第1日曜日　10:30～11:00

※日曜日の時間が変わりました。
　ぜひ来てくださいね。

▼大正分館　おはなしだいすき
　土曜日　11：00 ～ 11：30

　令和 3 年 4 月～令和 4 年 3 月分の
国民年金保険料は、月額 16,610 円
です。日本年金機構から送られる納付
書により、納付期限までに銀行などの
金融機関、郵便局、コンビニエンスス
トアで納めてください。
　また、クレジットカードによる納付や
インターネットなどを利用しての納付、
そして便利でお得な口座振替もありま
す。

年金相談・お手続きの際は
ぜひご予約を！

　日本年金機構の全国の年金事務所
では、年金相談や年金請求手続きに
ついて、「事前予約」を行っています。
お待たせ時間の少ない「予約相談」
をぜひご利用ください。
　予約相談希望日の 1 か月前から前
日まで受付しています。
　お申し込みの際は、基礎年金番号
のわかるもの（年金手帳や年金証書な
ど）をご用意ください。
　ご予約方法は、全国共通の予約専
用受付電話「0570-05-4890」、また
は、お近くの年金事務所に、電話・来
訪時にお申し込みください。
■お問い合わせ先
　高知西年金事務所

　　　　　　

((

０88-875-1717
　町民課　　　　　　

((

２２-３１１７
　大正　町民生活課　

((

２７-０１１２
　十和　町民生活課　

((

２８-５１１２

◆ 70 歳から 74 歳の方へ
　国民健康保険高齢受給者証の有効
期限は７月 31 日です。
　７月下旬に新しい受給者証を郵送
しますので、８月１日からご利用く
ださい。
　なお、今年度より受給者証の色が「さ
くら色」から「クリーム色」に変更に
なります。
　自己負担割合は令和３年度町県民税
の課税状況により次のとおりです。
※３割　一定以上所得者
（課税所得が 145 万円以上の方が
属する世帯の方）

※２割　上記以外の方

i

i

i

国民年金保険料
納付のご案内

国民健康保険にご加入
のみなさまへ

四万十町国土強靭化地域計
画（案）の意見公募結果

　高知県では、高知労働局と連携し、
新規高等学校卒業予定者の就職支援
を積極的に行っています。
　採用を予定されている事業所におか
れましては、これからの本県を支え、
担うことが期待される若者が一人でも
多く地元で働くことができるよう、新
規高等学校卒業予定者の求人につき
まして、できるだけ早い時期にハロー
ワークへ求人票を提出 (６月１日から受
付開始 ) いただきますようご協力をお
願いします。
　また、新規高等学校卒業予定者に
対する、より多くの県内企業や県内で
働くことの魅力を伝えるための県の取
り組みなどにご協力いただくとともに、
若年人材の確保・定着のための労働
環境整備につきましても、取り組んで
いただきますようお願いします。
■お問い合わせ先
　高知県商工労働部商工政策課
　事業推進担当　

((

０88-８２３-９６９２

　夏に向けて、水辺に涼を求め、レ
ジャーを楽しむ機会が増えるとともに、
水辺の事故も増えていきます。水辺で
楽しく安全に活動するために、次のこ
とに気を付けましょう！！
❶水辺で遊ぶ前に「天気予報を確認し

よう！」
❷水辺で遊ぶときは「ライフジャケッ

トを着よう！」
❸ 水辺で遊ぶときは「一人で行かな

い！」
❹溺れている人がいたら「飛び込まず

助けを呼ぼう！」
❺水に落ちたら「あ

わてず、浮いて
助けを待とう！」

四万十町窪川 B&G 海洋センター内
NPO 法人くぼかわスポーツクラブ

i

i

新規高卒予定者への求
人の早期提出のお願い

水辺の活動を楽しむた
めに！

◆各認定証の更新の時期です
　現在交付中の限度額適用認定証な
どの有効期限は７月 31 日です。
　８月からも引き続き必要な方は、印
鑑と保険証をご持参の上、町民課ま
たは、大正・十和地域振興局町民生
活課で更新手続きをお願いします。
■お問い合わせ先
　町民課　　　　　　

((

２２-３１１７
　大正　町民生活課　

((

２７-０１１２
　十和　町民生活課　

((

２８-５１１２

　特別養護老人ホームで会計年度任
用職員を募集します。

▼職種および募集人数
①一般事務補助（１名）
②看護師または准看護師（若干名）
③介護職員（若干名）

▼資格・要件など
①普通自動車運転免許、簡単なパ

ソコン（エクセル、ワード）操作
ができる方

②看護師または准看護師の資格を
お持ちの方

③資格や経験は問いません

▼申込方法
　特別養護老人ホーム窪川荘、特
別養護老人ホーム四万十荘、総務
課、大正・十和各地域振興課に備
え付けの申込書・履歴書に必要事項
を記入し、必要な資格を確認できる
写しなどとともに提出してください。

（運転免許証をお持ちの方はその
写しも添付してください）

▼受付期間　募集人員に達するまで

▼受付時間　平日 8：30 ～ 17：15

▼その他
　面接などについては担当者より随
時連絡します。
　勤務内容などは窪川荘へお問い
合わせください。

■お問い合わせ先
　特別養護老人ホーム窪川荘

　　　　　　

((

２2-8811

募 老人ホームで働きませんか？
会計年度任用職員募集

　四万十町国土強靭化地域計画（案）
に提出された意見は、0 件でした。
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ん ち ゃ ん え ん ぴ つ 」 を
寄 贈して い た だ き ました
町 内 全 て の 小 学 校 １ 年 生 に

「も
　4 月 28 日に「筆育もんちゃんの　ちゃんともてる　
さんかくえんぴつ」の贈呈式が教育長室で行われました。
株式会社田邊建設取締役会長　田邊聖氏と四万十うな
ぎ株式会社代表取締役社長　大前達也氏から山脇教育
長に贈呈され、今年度も町内すべての小学校 1 年生に
鉛筆を寄贈してくださいました。この鉛筆は、高知市の
絵本の店コッコ・サンが考案したもので三角形の特別な
形をしており、「鉛筆を楽しく正しく使ってもらいたい。」
という思いが込められています。寄贈していただいた鉛
筆を使って、コッコ・サンによる「えんぴつの持ち方教室」
が順次開催され、子ども達は可愛らしい魔法の呪文を
唱えながら、鉛筆と指を合わせていき楽しく正しい鉛筆
の持ち方を学んでいました。これからも、正しい持ち方
を意識しながら、楽しく文字を書いていってくれることで
しょう。

▶

贈呈式

▶

優勝：梼原ファイターズＪＳＣ

▶

準優勝：高南・土佐ＳＢＣ

万十町子ども会ソフトボール大会
各 チ ー ム が 熱 い プ レ ー を 披 露四

▶えんぴつ教室

　５月 23 日、四万十町子ども会ソフトボール大会が窪
川運動場多目的広場で開催されました。当日は日差しも
強くとても暑い日となりましたが、みなさん一生懸命プ
レーをし、決勝戦では両チームともに集中したプレーを
見せてくれました。

	 優　勝　梼原ファイターズＪＳＣ
	 準優勝　高南・土佐ＳＢＣ
	 第３位　四万十ワイルドボーイズ
	 第３位　池川子ども会

チーム名 一 二 三 四 合計
高南・土佐ＳＢＣ 0 0 1 0 1
梼原ファイターズＪＳＣ 1 0 0 2 3

結　果

決勝戦  スコア

通安全指導員 知事感謝状授与
長 年 に わ た る 交 通 安 全 活 動 に 寄 与

章 お め で とうご ざ い ま す！
旭 日 単 光 章 を 受 章交 受

　町内で交通安全活動に取り組む交通安全指導員の田
井 暁雄さん（四万十町若井川）と味元 和義さん（四万十
町大正）がこの度、高知県知事より知事感謝状を授与
されました。田井さんは昭和５５年から昨年度末までの
４０余年、味元さんは平成１２年から２０余年にわたり通学・
通勤時の交通安全街頭指導や各種イベントなどにおける
交通整理を積極的に行い、町の交通安全思想の普及に
大きく貢献されています。今回の授与は、それらの功
績が認められたものです。

　西宮 正衛さん（四万十町神ノ西・88 歳）は、平成３
年旧窪川町議会議員に当選以来、３期１２年の長きにわ
たり在職し、この間産業経済常任副委員長として、経済
の円滑な運営に尽力されました。また、教育民生常任
委員会委員、建設常任委員会委員などの要職を歴任し、
窪川町の教育、文化の振興などに多大な貢献をされま
した。その功績が認められ、今回受章されたものです。

区防犯功労者表彰 ４名が受賞
安 全 安 心 な ま ち づ く り に 貢 献

鍋地区で物置やテントなどを整備
宝くじのコミュニティ助成事業を活用

地
床　町内で地域安全活動に取り組む田辺 茂さん（四万十

町昭和）、津野 欣三さん（四万十町久保川）、西井 健
夫さん（四万十町宮内）、青屋 達男さん（四万十町十
和川口）の４名がこの度四万十町地域安全協議会より地
区防犯功労者表彰を受賞されました。4 名は長年に渡り
各居住地区を中心に、通学路のパトロールや登下校時
の子ども見守り活動、街頭における呼びかけ活動など多
方面から地域安全活動に尽力されており、安全安心なま
ちづくりに大きく貢献されています。今回の受賞はそれ
らの功績が認められたものです。

　自治総合センターによる宝くじの社会貢献広報事業と
して、宝くじの受託事業収入を財源として実施している
コミュニティ助成事業の助成
金を受け、床鍋地区が集落で
の行事などで使用する物置や
テントなどの備品を購入しま
した。

▶

左 2 人目から田辺 茂さん、津野 欣三さん、西井 健夫さん、
　青屋 達男さん

▶

左 2 人目から味元 和義さん、田井 暁雄さん

▶

西宮 正衛さん（右）
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今
月
の

まちの話題Topics & Report

　
大
正
13
年
（
１
９
２
４
年
）
に
、
菊
池
寛
が
文
芸
春
秋
を
創

刊
し
て
以
来
、
芥
川
龍
之
介
と
直
木
三
十
五
が
文
芸
春
秋
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
年
）

に
二
人
の
作
家
の
名
前
を
冠
し
た
賞
を
創
設
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
賞
も
上
半
期
（
７
月
）
と
下
半
期
（
１
月
）

の
年
２
回
、
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
芥
川
賞
は
「
芥
川
龍
之

介
賞
」、
直
木
賞
は
「
直
木
三
十
五
賞
」
が
正
式
名
称
で
す
。
芥

川
龍
之
介
は
多
く
の
作
品
が
、娯
楽
性
よ
り
芸
術
性
が
強
い
「
純

文
学
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
芥
川
賞
で
は
純
文
学
作
品
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
直
木
三
十
五
は
芸
術
性
よ
り
娯

楽
性
に
重
き
を
置
い
て
い
る
「
大
衆
小
説
」
と
言
わ
れ
る
も
の

で
、
直
木
賞
で
は
大
衆
小
説
作
品
が
選
考
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ど
ち
ら
か
の
賞
を
受
賞
す
る
と
、
そ
れ
以
降
、
そ

の
作
家
は
ど
ち
ら
の
候
補
か
ら
も
外
さ
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
直
木
三
十
五
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
由
来
が
お
も

し
ろ
い
の
で
す
。「
直
木
」
は
、
本
名
「
植
木
」
の
「
植
」
の

字
を
分
解
し
た
も
の
で
、「
三
十
五
」
は
年
齢
を
元
に
し
た
も

の
で
す
。
31
歳
の
と
き
に
、
直
木
三
十
一
の
筆
名
で
デ
ビ
ュ
ー

し
、
以
降
誕
生
日
を
迎
え
る
ご
と
に
「
三
十
二
」、「
三
十
三
」、

「
三
十
四
」
と
変
名
。
あ
る
時
、
菊
池
寛
か
ら
「
も
う
い
い
加

減
に
年
齢
と
と
も
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
変
え
る
の
は
や
め
な
さ

い
」
と
忠
告
さ
れ
、
改
名
す
る
こ
と
を
や
め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
そ
う
で
す
。

芥
川
賞
・
直
木
賞

　
梅
雨
の
季
節
、
希
ノ
川
の
抜
水
橋
か

ら
東
の
国
道
を
走
っ
て
い
る
と
、
対
岸

の
四
万
十
川
沿
い
に
、
３
０
０
ｍ
は
あ

ろ
う
か
と
い
う
色
と
り
ど
り
の
紫
陽
花

の
「
列
」
が
見
え
ま
す
。
近
く
に
行
っ

て
み
る
と
、
予
土
線
に
沿
っ
て
続
く
農

道
の
両
側
に
、
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
さ
に
、
紫
陽
花
の
小
径
。

こ
の
紫
陽
花
の
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る

の
が
土
居
さ
ん
夫
妻
。
国
道
を
通
り
か

か
っ
た
と
い
う
人
が
訪
ね
て
く
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
最
初
に
紫
陽
花
を
植
え
た
の
は
「
田

ん
ぼ
の
畦
や
、
農
道
の
草
刈
り
に
手
が

か
か
る
の
で
」
と
い
う
動
機
か
ら
。「
紫

陽
花
を
植
え
て
い
る
と
、
下
草
が
あ
る

程
度
抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
花
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
花
が
終
わ
れ

ば
刈
れ
ば
済
み
ま
す
し
ね
」
紫
陽
花
の

花
を
楽
し
む
に
は
、
開
花
時
期
が
比
較

的
長
い
と
い
う
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
や
っ
て
紫
陽
花

を
こ
れ
ほ
ど
増
や
し
て
い
っ
た
の
だ

ろ
う
か
と
思
い
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
苗
も
植
え
た
け
れ

ど
、
そ
れ
を
享
子
さ
ん
が
こ
ま
め
に
挿

し
木
で
増
や
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

お
二
人
と
も
「
大
の
花
好
き
」
で
、

お
花
の
話
に
な
る
と
目
が
輝
き
ま
す
。

里
で
育
て
る
お
花
だ
け
で
な
く
、
山
に

咲
く
花
々
に
も
驚
く
ほ
ど
詳
し
く
、
二

人
合
わ
せ
る
と
、
ま
る
で
歩
く
植
物
図

鑑
。

　
明
さ
ん
の
お
仕
事
は
主
に
林
業
。
ご

自
宅
近
く
の
山
を
少
し
案
内
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
が
、
視
界
に
入
っ
て
い

る
植
物
の
こ
と
で
知
ら
な
い
こ
と
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
詳
し
さ
。
山

で
育
て
た
い
木
を
接
ぎ
木
で
増
や
す
方

法
な
ど
も
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
「
す
ぐ
に
結
果
が
出
る
こ
と
よ
り
も
、

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
結
果
を
待
つ

方
が
性
に
合
っ
て
い
る
」
と
い
う
明
さ

ん
。
い
ろ
ん
な
お
花
に
興
味
が
尽
き
る

こ
と
の
な
い
享
子
さ
ん
。
土
居
さ
ん
ご

夫
婦
の
間
に
流
れ
る
穏
や
か
な
空
気

は
、
も
し
か
し
た
ら
、
お
二
人
が
大
切

に
さ
れ
て
い
る
身
の
回
り
の
植
物
た
ち

の
光
合
成
に
よ
る
贈
り
物
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

▲可愛らしく美しい「紫陽花の小径」

▲お孫さんが描かれたというお二人の
　似顔絵

す
ぐ
に
結
果
が
出
る
こ
と
よ
り
も
、

　
　
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
結
果
を
待
つ
。

▶

しまんと健康パスポート

［お問い合わせ先］
健康福祉課　　　　



22-3115
大正　町民生活課　



27-0112
十和　町民生活課　



28-5112

ポ レ ク し ま ん と 2021
5 月 23 日 に 緑 林 公 園 周 辺 で 開 催

ま ん と 健 康 パ ス ポ ートⅢ
4 月・ ５ 月 達 成 者 の ご 紹 介

の駅四万十大正のトイレ完成
老 朽 化 の た め リ ニ ュ ー ア ル

ス
し

道

　5 月 23 日、スポレクしまんと 2021 を、四万十緑林
公園と四万十会館、高知県立窪川高等学校で開催しま
した。当日は天候が良く、多くの参加者にボルダリング
やフレスコボールなどのスポーツ体験や、青空の下での
ヨガ教室やバレエ、他にも、InBody 測定や、ミニ手仕
事市などもあり、参加者は梅雨の晴れ間に体を動かし楽
しんでいました。

　四万十町では、高知家健康パスポートのマイスターラ
ンクまで修了された方を対象に町独自の「しまんと健康
パスポート」を令和 3 年 1 月よりスタートしています。
パスポートはⅠ～Ⅲまであり、ランクアップ時にはちょっと
したプレゼントもあります。しまんと健康パスポートを活
用した積極的な健康づくりに取り組まれ、パスポートⅠ～
Ⅲを達成された方々をご紹介します。

　4 月達成者　森本　社宗 （もりもと　むねたか）さん
　5 月達成者　森本　千枝 （もりもと　ちえ）さん

　1992 年（平成４年）に建設されたミュージックトイ
レは、老朽化のため高知県が新たにトイレを整備しまし
た。鉄筋コンクリート、延べ床面積 85㎡の平屋で、木
造部分は県産のスギやヒノキを多く使用し、広い窓で
四万十川を眺めることができる構造となっています。中
に入ると、旧大正町のイメージソング、さとう宗幸さん
の「四万十の青き流れ」」が流れる仕組みも引き継いで
います。ぜひ音楽を聴きながら四万十川を眺め、リフレッ
シュしてください。

土
ど い

居  明
あきら

・ 享
た か こ

子 さん

南・土佐 SBC  全国大会出場決定！
全 日 本 県 予 選　 春 夏 連 覇！高

　第 35 回全日本小学生ソフトボール大会県予選の決勝
が 6 月 20 日に津野町葉山運動公園で開催され、高南・
土佐 SBC が見事優勝し、春季大会に続き春夏連覇を果
たしました。仁井田小、影野小、窪川小、米奥小の児
童と高知市、土佐市の児童らが所属する本チームは、8
月 7 日から滋賀県守山市で開催される全国大会に出場
します。夏の暑さにも負けない全力プレーを、全国大
会でも見せてくれることでしょう。

　後列左から
芝野銀神（仁井田小）、氏原海春（影野小）、窪田奈月（仁井田小）、
井上海生（仁井田小）、森岡るか（高知小）、宮本健臣（高石小）、
田井優凪（窪川小）
　前列左から
吉村至雲（仁井田小）、矢野日菜多（米奥小）、谷脇匠哉（窪川小）、
吉村琥太朗（窪川小）、
芝野紋仁朗（仁井田小）、石田彩翔（仁井田小）、吉村晶（窪川小）
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町のうごき 四万十川の
水質状況

四万十町通信

R439

R381

土佐
大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

中
打
井
川

な

か

う

つ

い

が

わ

（5月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,760 ー 11 男 4 10 6 11
女 8,514 ー 15 女 3 21 15 12
計 16,274 ー 26 計 7 31 21 23

世帯数 8,300 ー 6 （5月中の届出）

窪川地域 11,548人　大正地域 2,250人　十和地域 2,476人

適正値（mg/ｌ） 6月10日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 0.285

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 測定範囲以下

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 0.10
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部

回
に
続
き
、
打
井
川
地
区
。
今
回
は

中
打
井
川
で
あ
る
。
四
万
十
川
に
か

か
る
打
井
川
抜
水
橋
か
ら
お
よ
そ
1.5
㎞
の
と

こ
ろ
が
口
打
井
川
と
中
打
井
川
の
境
界
に
な

る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
関
札
塔
」
と
い

う
石
積
み
の
小
さ
な
塔
が
建
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
江
戸
時
代
、
河
内
神
社
の
春
祭
の

折
に
守
札
を
納
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
塔

を
、
近
代
に
な
っ
て
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
口
打
井
川
と
中
打
井
川
は
一

つ
で
あ
っ
た
。
打
井
川
最
下
流
（
下
組
）
と

中
流
（
上
組
）
と
で
は
、
地
形
上
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
農
地
の
条
件
が
異
な
り
、
米
の

栽
培
効
率
に
差
が
あ
る
。
収
穫
量
に
も
差
が

出
て
し
ま
う
の
は
必
然
で
あ
る
。
そ
こ
に「
厳

格
な
年
貢
制
度
時
代
」
が
到
来
し
、
打
井

川
中
流
域
の
住
民
に
対
し
て
、
農
地
の
条
件

に
関
わ
ら
ず
同
じ
年
貢
ノ
ル
マ
が
課
さ
れ
る

と
い
う
負
担
が
、
よ
り
重
く
の
し
か
か
る
状

態
が
続
い
た
た
め
、
年
貢
米
の
区
割
り
を
分

離
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
う
い
っ
た
歴
史
背

景
も
あ
っ
て
、
昭
和
23
年
か
ら
地
区
割
り
も

上
組
を
中
打
井
川
、
下
組
を
口
打
井
川
と

し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

口
打
井
川
は
、
旧
上
山
郷
に
あ
る
農
地

の
中
で
も
一
等
地
で
あ
っ
た
が
、
上
流
に
向

か
っ
て
山
が
深
く
な
り
、
農
耕
条
件
が
厳
し

く
な
っ
て
い
く
た
め
、
自
ず
と
「
山
の
仕
事
」

の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
こ
こ
中
打
井

川
で
も
、
昭
和
30
年
頃
ま
で
は
製
炭
業
が
盛

ん
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
外
国
産
材
の
輸

入
と
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
な
ど
に
よ

る
、
製
炭
業
を
含
め
た
林
業
の
全
国
的
な

衰
退
の
波
は
、
こ
こ
中
打
井
川
も
例
外
な
く

飲
み
込
み
、
昭
和
40
年
代
に
入
る
と
人
口
減

少
が
顕
著
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

中
打
井
川
の
産
土
神
は
九
郎
権
現
で
あ

る
。
口
打
井
川
の
河
内
神
社
の
合
祀
さ
れ
て

い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
20
年
頃
に
遷

宮
し
、
さ
ら
に
平
成
に
入
っ
て
か
ら
中
打
井

川
集
会
所
奥
に
移
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
中
打
井
川
を
語
る
と
き
に
欠
か
せ

な
い
の
は
馬
之
助
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。
江

戸
時
代
、
奥
打
井
川
の
貧
し
い
農
家
に
馬
之

助
く
ん
と
い
う
子
ど
も
が
い
た
。
彼
は
、
そ

の
あ
ま
り
の
貧
し
さ
故
、
空
腹
に
耐
え
ら
れ

ず
、近
隣
で「
盗
み
食
い
」を
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
と
う
と
う「
口
減
ら
し
」の
た
め
、

山
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
「
山
に

入
れ
ば
ア
カ
イ
コ
（
サ
ワ
ガ
ニ
）
を
た
く
さ

ん
食
べ
ら
れ
る
か
ら
お
い
で
」
と
言
わ
れ
て

連
れ
て
行
か
れ
た
の
だ
と
い
う
。
深
い
深
い

山
奥
で
夢
中
で
ア
カ
イ
コ
を
獲
っ
て
い
る
馬

之
助
く
ん
は
そ
こ
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。

1
週
間
後
、
父
親
が
様
子
を
見
に
行
く
と
、

彼
は
ま
だ
ア
カ
イ
コ
を
獲
っ
て
は
食
べ
獲
っ
て

は
食
べ
し
て
い
た
が
、
数
日
後
に
は
、
可
哀

想
に
息
絶
え
て
い
た
。
馬
之
助
く
ん
は
ま
だ

7
歳
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
ひ
と
月
も
し
な
い
う
ち
に
、
親
を

含
め
た
親
族
一
同
が
亡
く
な
り
、
村
で
も
不

思
議
な
こ
と
が
続
く
の
で
、
馬
之
助
く
ん
の

供
養
を
す
る
た
め
に
祀
ら
れ
た
の
が
馬
之
助

神
社
で
あ
る
。
地
区
に
は
今
も
、
こ
の
不
憫

な
馬
之
助
く
ん
を
思
い
、
旧
暦
の
3
月
7
日

の
大
祭
以
外
に
も
、
お
盆
に
な
る
と
松
明
を

立
て
る
と
い
う
人
も
お
ら
れ
る
。

前

馬之助神社には、今もたくさんのアカイコが
いる


